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山下兼一 
 
有機半導体発光材料にレーザー共振器を組み合わせることでOLEDに続く新たな光源素子の

創成が期待されている。特に、長年の悲願であった電流注入型の有機半導体レーザーが実験的に
実現され 1)、さらには有機半導体微小共振器においては室温でのポラリトン凝縮が実現されてい
る 2)。このような研究動向は、次世代の光・量子技術として、従来の無機半導体だけではなく新
たな材料系を積極的に適用することのさらなる重要性を示唆している。 
また近年では、有機材料と同様に塗布型での製膜も可能な鉛ハライドペロブスカイトが新し

い光電子材料として注目を集めている 3)。太陽電池や発光ダイオードとしての研究が非常に盛ん
であるが、高い量子収率を示すことからレーザー媒体としても高い期待が寄せられている 4)。 
我々は、配向性有機分子結晶、および鉛ハライドペロブスカイト結晶に着目し、それらを活

性層とした微小共振器の作製及びその特異な光物性について議論してきた。本セミナーでは、こ
れらの材料系における特徴的な励起子物性が、光子との強結合状態である共振器ポラリトン形成
に及ぼす影響、また、その強結合系における励起状態の生成・緩和メカニズムと、それらがレー
ザー発振現象に及ぼす影響について調査した最近の成果について報告する 5-10)。 
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